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Scopus : 世界最大級の抄録・引用文献データベース

Mendeley : 文献管理 / 研究者ソーシャルネットワーク

政策研究大学院大学図書館 様
2018年 7月 9日

エルゼビア・ジャパン株式会社
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今日のゴール

Scopusの論文評価指標を活用できる。
(被引用数・FWCI・ベンチマーキングの見方)

Scopusの著者プロファイルの確認

Scopusのジャーナル評価指標の確認

Mendeleyの文献管理(文献整理・文献収集・文献利用)機能を活用する。
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本日の内容

• Scopusとは？

• 文献の検索と分析

- 研究トレンドを調べる/本文の入手

- 重要論文を調べる

• 著者で検索

• ジャーナルの検索

※ Mendeleyとは

研究テーマの最新情報、
トレンドを知りたい

被引用数が多い重要な
論文を見つけたい

(他データベースとの違い)

特定の研究者の発表論文
を知りたい

自分の分野のジャーナルの
ランクを知りたい

文献管理を効率的にしたい
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 Scopus収録タイトルはオープンな情報。Scopus収録タイトルは査読誌。

世界最大級の抄録・引用文献データベース
世界5,000社以上の出版社の22,000誌以上のジャーナル

Scopusとは？

①無料検索ツールとの比較
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• 論文タイトル（Title）

• 書誌情報（ジャーナルタイトル、著者名、
所属機関、出版年、巻号ページ）

• 抄録（Abstract）

• キーワード（Keywords）

• 本文

• 序文（Introduction）

• 方法（Methods）

• 結果（Results）

• 考察（Discussions）

• 参考文献（References）

Scopusとは？
② 学術論文の一般的な構造
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Scopusとは？

② 抄録・引用文献データベース

抄録DB 抄録・引用文献DB フルテキストDB

論文が何について
書いているか知る

論文が何(誰)を
引用しているか、
何(誰)に引用さ
れているか知る

論文本文を読む、
本文を検索する

項目

対応DB/
システム

使用目的

本文

参考文献

抄録

キーワード

論文タイトル

書誌情報

具体例

世界の5,000社
以上の出版社

出版社ごとの
データベース

論文タイトル

書誌情報

抄録

キーワード

論文タイトル

書誌情報

抄録

キーワード

参考文献参考文献

被引用数に
基づいた、
論文の重みづけ、
並べ替えが可能
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Scopusとは？
③ 世界最大規模の収録範囲 分野別のタイトル数

Scopus

7,450 (+69%)

他社
4,408

Scopus

6,822 (+91%)

他社
3,577

Scopus

4,532 (+48%)

他社
3,052

Scopus

8,223 (+96%)

他社
4,202

Scopus

> 22,500

(+80%)

他社
12,459

Scopus

• ~22K titles

• >5,000 publishers

• 毎日更新

他社製品

• ~12K titles

• 3,300 publishers

• 毎週更新

Physical Sciences Health Sciences Life Sciences Social Sciences
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Scopusへのログイン (図書館トップページから)

http://www.grips.ac.jp/main/lib/search/database/
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本日の内容

• Scopusとは？

• 文献の検索と分析

- 研究トレンドを調べる/本文の入手

- 重要論文を調べる

• 著者で検索

• ジャーナルの検索

※ Mendeleyとは

研究テーマの最新情報、
トレンドを知りたい

被引用数が多い重要な
論文を見つけたい

(他データベースとの違い)

特定の研究者の発表論文
を知りたい

自分の分野のジャーナルの
ランクを知りたい

文献管理を効率的にしたい
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キーワード : Brexit  (他検索キーワード例 : “Mickey mouse” / “Donald Trump”)

1. Scopus（www.scopus.com）にアクセスする

2. [検索語] 欄に検索語 “Brexit”  を 入力し、 論文タイトル、抄録、キーワード

をクリックする。

3. 検索結果一覧の上の 検索結果の分析 をクリックする。

4. [検索結果の分析] 画面で、出版年の傾向、発表論文の多いジャーナル、著者などを確認する

5. 検索結果に戻る リンクで検索結果ページに戻る

7. 最新の論文のタイトルをクリックし、抄録＋参考文献ページを表示する

8. 抄録＋参考文献ページで各種情報（タイトル、著者名、抄録、キーワード、参考文献など）を確認する

9. フルテキストの入手方法を確認する

• フルテキスト リンクをクリックし、出版社の電子ジャーナルサイトでフルテキストを表示する

動作確認 -1 論文評価指標を使う

(↑ 二重引用符 “”を忘れずに…)
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基本的な検索の流れ

① 検索の開始

検索画面選択

検索対象項目

検索履歴
組み合わせ検索

検索語を入力

英語、中国語、ロシア語インターフェースに切り替え
※ ログイン後に切り替えると、設定を記憶

期間限定、文献タイプ限定

SciValへのリンク
(別途契約要)

サポートセンター
ページへのリンク
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基本的な検索の流れ

② 検索結果（アラート、並べ替え）

検索語を追加

初期状態では出版日（新しい順）

検索式の保存 (要ログイン)

検索アラート / RSS
検索条件に合致する新規論文をE-mailで通知 (要ログイン)

またはRSSリーダーに配信
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基本的な検索の流れ

③検索結果（内訳表示、絞り込み、分析）

検索結果の分析（グラフ化）

内訳表示・絞り込み
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基本的な検索の流れ

④ 検索結果（抄録表示、フルテキストリンク）

抄録＋参考文献ページへ

抄録を検索結果内に
表示

カスタマイズリンク
（大学で設定）

出版社サイトの
フルテキストへ
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基本的な検索の流れ

⑤ 抄録＋参考文献ページ

この論文と参考文献、著者、
キーワードが共通している
関連論文

被引用数＋
この論文を引用している文献

文献引用アラート
この論文を引用した新規文献をE-mailで
通知(要ログイン) またはRSSリーダーに
配信

論文評価指標

参考文献

論文タイトル
書誌情報
抄録
キーワード
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本日の内容

• Scopusとは？

• 文献の検索と分析

- 研究トレンドを調べる/本文の入手

- 重要論文を調べる

• 著者で検索

• ジャーナルの検索

※ Mendeleyとは

研究テーマの最新情報、
トレンドを知りたい

被引用数が多い重要な
論文を見つけたい

(他データベースとの違い)

特定の研究者の発表論文
を知りたい

自分の分野のジャーナルの
ランクを知りたい

文献管理を効率的にしたい
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インパクトが高い論文を調べる

① 時間軸も追える強力な引用機能

対象論文

参考文献
--------------------
--------------------
--------------------

参考文献
--------------
--------------
--------------

参考文献
--------------
--------------
-------------- 参考文献

--------------
--------------
---------------

【未来】
対象論文を引用している文献
対象論文以降に発行された論文

参考文献
--------------
--------------
-------------- 参考文献

--------------
--------------
--------------

参考文献
--------------
--------------
--------------

【過去】
対象論文が引用している参考文献
対象論文以前に発行された論文

被引用数

一般に、
引用される回数が多い論文が
インパクトの高い重要な論文

であるとみなされます
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インパクトが高い論文を調べる

② 被引用数を評価する際の注意点

論文の被引用数の平均は、分野、出版年、文献タイプによって異なります

出版年別・文献タイプ別分野別

分野 平均被引用数（2011-2015）

データソース: SciVal, World, All publication types, 2016.12.23
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インパクトが高い論文を調べる

③Scopusで確認できる論文評価指標– 被引用数に加えて

論文指標1. Field-Weighted Citation Impact (FWCI)

: 類似の論文（同じ分野、出版年、文献タイプ）と比較してどの程度引用されたかを示す。

平均値: 1を上回る論文は、平均よりも多く引用されている。

論文指標2.被引用ベンチマーキング

: 類似の論文（同じ分野、出版時期、文献タイプ）の集合におけるランクを示す。

99パーセンタイルはトップレベルの論文で、世界の上位1％に入っている。
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動作確認 - 2

動作確認 -1 で得られた結果を基に、被引用数が多いものを確認する

検索結果一覧の右上の [並べ替え:]  から [被引用数 (多い順)] を選択し、引用された回数の多い 順
に並べ変える

>>> 簡単絞り込み <<<

1.出版年

2.著者名

3.分野

4.文献タイプ

5.出版物名

6.キーワード

7.著者所属機関

8.国/地域

9.出版物タイプ

10.本文言語 で絞り込み出来ます。

被引用数が多い重要な
論文を見つけたい
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インパクトが高い論文を調べる

④ 被引用数で並べ替える

被引用数をクリックすると、
その論文を引用している
文献リストを表示

被引用数が多い順に並べ替え



Scopus |    22

被引用数 : 5

FWCI : 9.3 (平均よりも9.3倍のインパクト)

ベンチマーキング : 99パーセンタイル (トップ1%論文)

論文タイトル:  Brexit Britain: Why we are all postindustrial now
(2017) American Ethnologist, 44(2), pp. 215-219

インパクトが高い論文を調べる

⑤ 被引用ベンチマーキングとFWCI

被引用数 : 5

FWCI : 0.52 (平均よりも0.52倍のインパクト)

ベンチマーキング : 70パーセンタイル
(トップ30%論文)

論文タイトル:  Ten years of induced pluripotency: From basic mechanisms to 

therapeutic applications

(2016) Development (Cambridge), 143(12), pp. 2039-2043

同じ被引用数であっても分野、出版年、文献タイプでインパクトが異なります。
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被引用数からの分析

⑥ 引用分析

1.文献を選択

2.選択した複数の論文のそれぞれが
各年に何回引用されたかを表形式で
表示
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本日の内容

• Scopusとは？

• 文献の検索と分析

- 研究トレンドを調べる/本文の入手

- 重要論文を調べる

• 著者で検索

• ジャーナルの検索

※ Mendeleyとは

研究テーマの最新情報、
トレンドを知りたい

被引用数が多い重要な
論文を見つけたい

(他データベースとの違い)

特定の研究者の発表論文
を知りたい

自分の分野のジャーナルの
ランクを知りたい

文献管理を効率的にしたい



Scopus |    25

著者で検索する

① 著者識別機能 （様々な表記を 1 著者として名寄せ/区別）

業界で最も強力な
アルゴリズムによる

名寄せ処理

著者フィードバックフォーム
を使ったマニュアルによる

フィードバック

著者名、E-mail、所属機関、分野、参考文献、
共著者などのマッチングに基づいて、
論文を高い精度でグループ化

アルゴリズムによる著者プロファイルとマニュア
ルによるフィードバックを組み合わせ、最も少な
い労力で最も正確なプロファイルを実現

Scopus著者プロファイル

Scopusの全文献
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動作確認 - 3

八田 達夫 （Hatta Tatsuo）教授を検索し、発表論文を確認する

1. トップメニューの をクリックし、検索画面に戻る

2. タブをクリックする

3. [著者の姓] 欄と [著者の名] 欄に入力し、 をクリックする

Hatta   Tatsuo

4. 検索結果一覧から Hatta Tatsuo  (National Graduate Institute for Policy Studies)  を選択する

5. 著者プロファイルページで各種情報を確認する

• 文献数、被引用数、分野など

• この著者が発表した文献リスト、この著者を引用している文献リスト、共著者リスト

• 著者分析

• 引用分析

• h-graph

トップ研究者の発表論文を
知りたい
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著者で検索する

② 著者識別機能 （様々な表記を 1 著者として名寄せ/区別）

複数の著者プロファイルを1つに
まとめたい場合は、チェックして
著者フィードバックフォームを使用
→ 詳細はクイックレファレンスガイドp.5 

著者プロファイルへ



Scopus |    28

著者で検索する

③ 著者プロファイル

各種分析機能

・ この著者が発表した文献リスト
・ この著者の文献を引用している文献リスト
・ 共著者リスト

修正依頼は著者フィード
バックフォームから
→ 詳細はクイックレファレン
スガイドp.5

検索アラート
この著者による新規論文を
E-mailで通知 (要ログイン)

著者引用アラート
この著者の論文を引用した
新規論文をE-mailで通知
(要ログイン)

・ この著者が発表した文献リスト
・ この著者の文献を引用している文献リスト
・ 共著者リスト
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著者で検索する

④ 著者分析、h-index、引用分析

文献数（ジャーナル別、文献タイプ別、
出版年別、分野別）、h-index、被引用数、
共著者の情報をグラフ化して表示

h-indexとは？

著者の論文数と被引用数から導き出す評価
指標。h 回以上引用された論文が h 件あるこ
とを示す。論文の量と質を1つの数字で表す。

著者の論文のそれぞれが各年に
何回引用されたかを表形式で表示
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著者で検索する

⑤ 著者の研究に関心を持つ機関を調べる

著者の文献を引用している文献を分析

1. 被引用文献を選択

2. 検索結果の形式ですべてを表示

講習会では
取り上げません。
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著者で検索する

⑥ 著者の研究に関心を持つ機関を調べる

研究に関心を持つ(引用の多い)機関 研究に関心を持つ(引用の多い)国/地域

講習会では
取り上げません。
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著者で検索する

ORCIDとの連携

自分のScopus著者IDをORCID IDとリンクさせ、ORCIDにScopusの文献リストを追加
することができます

Open Researcher and Contributor ID

http://orcid.org

世界の研究者に一意の識別子（16桁の数字）を与えることにより、

名寄せ問題を解決し、各種の学術コミュニケーションを円滑にす
ることを目的とした非営利団体・サービス。各種データベース、
論文投稿システムへの組み込みが始まっています。誰でも無料
で登録可能

講習会では
取り上げません。

http://orcid.org/
http://orcid.org/
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著者で検索する

researchmapとの連携
講習会では

取り上げません。
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本日の内容

• Scopusとは？

• 文献の検索と分析

- 研究トレンドを調べる/本文の入手

- 重要論文を調べる

• 著者で検索

• ジャーナルの検索

※ Mendeleyとは

研究テーマの最新情報、
トレンドを知りたい

被引用数が多い重要な
論文を見つけたい

(他データベースとの違い)

特定の研究者の発表論文
を知りたい

自分の分野のジャーナルの
ランクを知りたい

文献管理を効率的にしたい
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動作確認4

“Economics”分野のトップジャーナルから、ジャーナル評価指標がトップ25%ジャーナルを確認する

1. トップメニューの をクリックし、収録誌リストのページを表示する

2. [Subject area] を選び、キーワード Economicsを 入力し、 をクリックする

3. [Citescore highest quartile]で[1st quartile : トップ25%ジャーナル]、
[Source type] から Journalで絞り込みタイトルを選択

4. 収録誌詳細ページで CiteScore、文献数、被引用数、CiteScore Tracker 2017 を確認する

5. タブをクリックする

Economics分野における他ジャーナルと比較
6. Economics分野におけるジャーナル評価指標ランク1とランク3を比較する。

CiteScore / 被引用数 / 被引用数0の論文の比較

自分の分野のジャーナルの
ランクを知りたい
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ジャーナル評価指標を確認する

① ジャーナル評価指標

あるジャーナルに出版された論文が特定の年に平均で何回引用されたかを示す

CiteScore 参考: Impact Factor

開発元 Elsevier Clarivate Analytics (旧 Thomson Reuters IP & Science)

データ Scopus Web of Science

対象期間 3年 2年 / 5年

対象文献 A = B

全文献

A ≠ B

A = 全文献
B = Citable Items (Articles & Reviews)

2013年～2015年に出版された論文が
2016年に引用された回数

CiteScore 2016  =        

2013年～2015年に出版された論文数

2014年と2015年に出版された論文が
2016年に引用された回数

Impact Factor 2016 =          

2014年と2015年に出版された論文数

A A

B B
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ジャーナル評価指標を確認する

② 収録誌の検索とブラウズ

分野
タイトル名
出版社
ISSNから指定して検索可能

[オープンアクセス・ジャーナル]

[当該分野のトップ10％]

[収録誌のタイプ]

から絞り込みが可能。

収録誌の検索

Scopus収録誌一覧
をダウンロード可能
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ジャーナル評価指標を確認する

③ 収録誌の検索結果と絞り込み

各タイトルのCiteScore、2017 citation、

2014-2016のDocuments、% Cited (引用された文献
の割合)、SNIP(*)を確認

SNIP （Source Normalized Impact per Paper）
分野によるジャーナルの引用のされやすさの違いを考慮して
被引用率を補正することにより、分野間の比較を可能にした指標

[オープンアクセス・ジャーナル]

[当該分野のジャーナル評価指標トップ順]

[収録誌のタイプ]

から絞り込みが可能。
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ジャーナル評価指標を確認する

④ 収録誌の詳細とCiteScore

CiteScore 2017

文献数、被引用数

CiteScoreランク

CiteScoreTracker 2018
2018年の速報値（毎月更新）
→ 2019年夏にCiteScore 2018として固定
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ジャーナル評価指標を確認する

⑤ CiteScoreのランクとトレンド

CiteScore値のトレンド

ベンチマーキングの
トレンド

ジャーナルが複数の分野に分類されている場合は、
各分野のランクを確認できる
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付録 – 便利な機能
: パーソナルログイン
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パーソナル機能を利用する

① ユーザー登録、ログイン

※ アラートなどのパーソナル機能を利用するには
ユーザー登録、ログインが必要です。

ユーザー名/パスワードはScienceDirect/Mendeleyと共通です。

yamada@elsevier.ac.jp
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パーソナル機能を利用する

② E-mailアラートの設定と確認

検索結果ページから（検索アラート）

抄録＋参考文献ページから（文献引用アラート）

著者プロファイルページから（検索アラート、著者引用アラート）

登録済アラートの確認・編集・削除

アラートの解除

宛先（複数可）、頻度、
メール形式などを指定

検索アラート見本
: 指定のメールアドレスに届きます
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※ ログインしていない場合のリンクは [リストに追加] です。

選択した文献は一時リストに保存され、[リスト] メニューで
確認することができます。

パーソナル機能を利用する

③ リストに保存する

選択した文献をリストに
保存することができます
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パーソナル機能を利用する

④ リストに保存した文献から選択してリストを作成

リストに保存した文献から選択して、
別のリストに保存することができます。
-> オリジナルの論文リスト作成に役立ちます。
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個人プロファイル

・ 個人情報および設定の変更

・ パスワードを変更

・ エクスポートおよび文献管理ツールの設定

My Scopus

・ 保存済み検索式を表示

・ 登録済みのE-mailアラートを管理

・ 保存済みの文献リストを表示

・ グループ化した著者プロファイルを表示

パーソナル機能を利用する

⑤ 個人プロファイル、My Scopus
ログインすると
名前が表示されます
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お問い合わせ先

• エルゼビア・ジャパン株式会社 ヘルプデスク

• Tel: 03-5561-5035

https://jp.service.elsevier.com/app/overview/scopus/
(日本語お問い合わせフォーム)

• 使い方ガイドページ

• http://www.elsevier.com/jp/scopus/users

• クイックレファレンスガイド、バージョンアップ情報など

• オンライン講習会

• http://www.elsevier.com/jp/trainingdesk 

• Scopusタイトル収録の申請

• http://suggestor.step.scopus.com Scopusクイックレファレンスガイド
(http://jp.elsevier.com/online-tools/scopus/users)
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文献管理 & 研究者コミュニケーションツール
www.Mendeley.com
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なぜMendeley？ - 研究ワークフローでお手伝い

研究企画・助成獲得

先行調査・分析

論文執筆・投稿

出版・発表

研究成果の浸透

業績評価

助成金情報収集

関連文献の収集
研究者のフォロー

文献情報の共有
効率的な論文の執筆

成果の積極的な発信
ネットワークの構築

インパクトの把握

無料で開始できます!
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Mendeleyの利用の前に
デスクトップ版、ウェブ版、モバイル版の連携

ウェブ版

デスクトップ版
Windows

デスクトップ版
Mac

デスクトップ版
Linux

モバイル版
iOS / Android

同期

ウェブデータベースとの連携

データのバックアップ

いつでも

どこでも

PDFの管理

参考文献リストの作成

Mendeleyを利用するにはユーザー登録が必要（ScienceDirect/Scopusのユーザー名と共通）
デスクトップ版とウェブ版を組み合わせ、同期をすることで場所や端末を選ばず同じ情報にアクセス可能
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• Mendeley 利用に際して

• 文献情報をまとめる

• 文献情報を集める/同期化

• 文献情報を利用する

• ユーザ同士でつながる

• Mendeley便利な機能

QRG 1ページ目
セットアップ

QRG 2/3ページ目
Mendeleyデスクトップ版

QRG 4-5ページ目
Mendeleyウェブ版

QRG 6-7ページ目
Wordへの参考文献挿入

QRG 8ページ目
プロファイル/Peopole/Group

Mendeley Data
Mendeley Career
Mendeley Funding

Mendeley利用説明 – Quick Reference Guideを使って

注 : QRGはQuick Reference Guideのこと



Scopus |    52

Mendeleyの利用の前に
ユーザー登録

• Mendeleyの利用にはユーザー登録が必要（ScienceDirect/Scopusのユーザー名と共通）

ステップ1: http://www.Mendeley.com から

[Create a free account] 

ステップ2: 必要事項を画面に従い入力

ステップ3: アカウント登録し、[Continue to Mendeley>] ステップ4: 所属機関や職務区分、研究分野等プロファ
イル情報を入力して登録完了

登録後は
“Sign in”から

ログイン
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Mendeleyの利用の前に – セットアップ
デスクトップ版のインストール

• デスクトップ版のプログラムをダウンロードしてインストール

☑ Stay signed in をチェックして
おくとオフラインでも利用可能
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• 使い方ガイドページ

http://http://www.elsevier.com/jp/Mendeley/users

クイックレファレンスガイド、バージョンアップ情報など

• Help 画面、Guides Mendeleyページ

• Mendeleyサポートセンター

https://service.elsevier.com/app/home/supporthub/mendeley/

お問い合わせ先

Mendeley デスクトップ版


